
ボーリング柱状図

調 査 名
平成２８年度公営住宅(下山門住宅(２区２期))新築工事地
質調査委託

事業・工事名

ボ ー リ ン グ 名 Ｎ o ． ４ 調査位置 福 岡 市 西 区 下 山 門 団 地 北 緯 3 3 ﾟ  3 4 '  4 4 . 3 "

東 経 1 3 0 ﾟ  1 8 '  2 2 . 9 "発 注 機 関 福 岡 市 住 宅 都 市 局 住 宅 部 住 宅 建 設 課 調査期間 平成  2 8年  6月  2 5日  ～  2 8年  1 0月  2 2日

調 査 業 者 名
マ ル タ ニ 試 工 株 式 会 社

電話 ( 0 9 2 - 7 6 1 - 0 7 6 1 )
主任技師 諏 訪 真 二

現 場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

諏 訪 真 二
ボｰリング
責 任 者

吉 田 安 昭
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0.00～0.30m礫混じり砂。
以深はマサ土主体の埋土。
シルト混じり砂～砂状。
1.00mまで試掘による。

埋

土

褐～

褐

灰

粘性大。　　砂を少量含む。粘土 暗灰

砂は2.30mまで中粗砂、以深は細砂
である。
下部、細粒分を多く含む。

シルト
混じり
砂

淡褐
～灰

砂は3.60mまで中粗砂、以深は微～
細砂である。
下部、細粒分を少量含む。
含水量多い。

砂 灰

砂は6.00～6.80m間は細中砂、その
他は微細砂である。
細粒分を所々多く含む。
貝殻片を混入する。
含水量多い。　　ゆるい。

シ

ル

ト

質

砂

暗

灰

砂は細砂主体である。
細粒分を不均一に含む。
含水量多い。　　ゆるい。

シ
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混
じ
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暗
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粘性大。　腐植物を混入する。
砂混じ
り粘土

暗茶
灰

礫はφ30mm以下の円～亜円礫であ
る。
砂は中～粗砂。　含水量多い。
礫を不均一に含む。

礫
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り

砂

灰～

淡

灰

砂は細中砂。　含水量多い。
少量の細粒分を含む。砂 淡青

均質。　　固結する。粘土 黄青

砂は粗砂主体である。
含水量多い。

砂
青

緑

頁岩の風化帯である。
コアは指圧にて崩すとシルト～砂質
シルト状を呈する。
局部的に軟岩岩片状コア混じる。
15.00m付近及びその他希に風化炭
質頁岩の薄層を挟む。
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黄
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軟岩岩片～礫状コア主体である。
岩片はハンマーの軽打にて脆く砕け
る。

頁

岩

黄

青

細粒砂岩及び粗粒砂岩である。
21.50mまで軟岩岩片状コア、以深は
岩片～短柱状コア主体となる。
岩片は21.50mよりハンマーの打撃に
て砕ける。
下部ほど岩片硬くなる。
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